
       会長 堀内和夫（早稲田大学） 

 

 電気通信工学界での大先輩として永年敬慕して 

いた瀧保夫先生の御逝去を伝えられたとき、かけ 

がえのない指導者を失った淋しさに襲われました．

雑音理論・通信理論・符号理論などの幾多の御研 

究や、それらに基づいた通信方式に関する先生の 

御造詣は、多くの研究論文や御著書により、直接 

・間接に大きな薫陶を我々後進に与えて下さった 

ものでありました．とりわけ、先生には、本学会 

の前身である「情報理論とその応用研究会」にお 

いて、創立以来、会長としてその運営に盡力され 

ましたが、その後引き続いて新たに設立された本 

学会においても、顧問として御指導・御鞭撻を一 

貫して賜りました．多くの御業績の上に立たれた 

先生の先導的な温かい御配慮に対して、我々はい 
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つも満腔の信頼を以て従い、感謝してきたもので

ありました．また、先生の御日常の挙措進退は、

常にスマートで、我々後進にとって素敵なお手本

でした．先生の御逝去により、我々は失ったもの

の大きさを痛恨を以て噛みしめております。ここ

に、会員の皆さんと共に、御生前の御指導に感謝

申し上げつつ、先生の御冥福をお祈り申し上げた

いと存じます． 

 

        監事 岩垂好裕（日本電気）

 

 東大在学中より 30 年もの間，公私両面にわたり

種々御指導いただいた滝先生が急逝された．誠に

残念でならない．このような長いお付き合いであ

ったから，滝先生に関する思い出は数多いが，そ

の中でいつも寛大で心広く私どもを御指導下さっ
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た在りし日の先生について，一言述べさせていた

だきたいと思う． 

 東大大学院博士課程１年のときにマサチューセ

ッツ工科大学とカリフォルニア大学に３年間留学

し，再び東大に戻った私は，留学経験に基づき何

とか国際的に通用するような研究で博士論文をま

とめたいものと，帰国後はそればかり念じていた．

幸いにしてまもなく，バースト誤り訂正畳み込み

符号についての着想を得て国内の研究会等で発表

し，博士論文もそのテーマでまとめるに至った．

そのとき常に頭を離れなかったのは，米国でやは

り同じテーマに感心を持っていたあのずばぬけて

優秀なバーレカンプ教授（当時カリフォルニア大）

やマッシイ教授（当時ノートルダム大）は，どう

しているだろうかということであった．当時は米

国の IEEE に論文を投稿する日本人は極めて少 

なく，海外の学会に出席することなど，高価で夢

のまた夢であり，研究完成後２～３年遅れでＩＥ

ＥＥトランザクションに発表される論文を追跡す

るのが精一杯で，米国の学会と日本の学会は事実

上隔絶状態にあったと言っても過言ではなく，米

国の学会のごく最近の動向を知る術もなかった．

止むなく私は，自分の研究のプライオリティ確保

のため，博士論文を英語で書き米国の知人に送り

つける一方，必死になって IEEE に論文を投稿 

した．これは然し，海外への論文投稿になじみの

なかった当時の環境下においては奇異な行動と映

った側面もあったようで，一部からは，拙速であ

る，出過ぎている等のお言葉を頂戴することにも

なった．然し私は，そのときひるまずプライオリ

ティ確保の努力を続けることが出来た．というの

は，若し私が出過ぎているとしたら誰よりも滝先

生に対して出過ぎていたはずであったが，就職後

も時々東大の滝先生のところに出向いて経過報告

する私に対し，先生ご自身からは何のお咎めもな

く，そればかりか，私の論文がＩＥＥＥのトラン

ザクションに採録されたり，米国の教科書，参考

書に引用されると，それは良かったといって喜ん

で下さった．はたして後日，ノートルダム大学の

マッシィ教授より手紙が届き，マッシィ教授も独

 

立に同じ研究をしていたこと，時期的には私より 

多少遅く少し残念だが，この仕事は自分でもよい 

仕事だと思っていたものであり，今後の研究の一 

層の成功を祈るということであった．私はそのと 

き，このお二人のお心の広さ，寛大さに深く感動 

した．滝先生のおかげで私の研究のプライオリテ 

ィを確保することが出来たし，又その結果は，マ 

ッシィ教授のおかげで国際的に認知されることに 

なったのである． 

 普通我々が社会生活を営む場合，社会常識を行 

動の根拠とすることが多い．然しこと研究に関す 

る限り，社会常識形式のはるか以前に勝負がつい 

てしまうことが多いから，社会常識に基づいて行 

動するわけにはいかないこともある．そういうと 

きに大事なのは常に何が物事の本質なのかを考え，

その本質に基づいて行動することであろう．然し 

これは普通の人間にとって言うは易く，実行する 

のは大変難しいことであることは言を待たない． 

 私はこのお二人の心の広さ，寛大さについて考 

えるとき，それはお二人が人並み外れた高い能力 

の持ち主であられ，それによって物事の本質を見 

抜いておられたからであると確信するのである． 

このような優れた能力の持ち主であられた滝先生 

を失い，再び直接御指導を仰ぐことが出来ないの 

は，まさに痛恨の極みであり心の内を適切に言い 

表す言葉を持たない．この上は天上にあって常に 

我々を見守り，我々に物事の本質を見抜く英知を 

授けて下さるようお願い申し上げる次第である． 

 

大正 

8 年 3 月 17 日 愛知県名古屋市中区丸の内 

        2 丁目 1007 番地にて誕生 

昭和 

17 年 6 月  東京帝国大学第一工学部電気 

       工学科卒業 

17 年 9 月  東京帝国大学第一工学部講師 

19 年 11 月  東京帝国大学助教授 

22 年 10 月  東京大学助教授 

35 年 6 月  東京大学教授 
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故  瀧保夫先生の略歴  



         古賀 利郎（九州大学） 

         今村 恭己（九州工業大学） 

         太田 諦二（九州工業大学） 

         元石 浩二（九州大学） 

 

 SITA'88 は,1988 年 12 月 7 日より 4日間，九州の別 

府市において，282 名の参加者を迎えて開催された． 

参加者の内訳を述べると，一般 187 名（国内から 

179 名，海外から 8 名），学生 95 名（国内から 94 名， 

海外から 1名），また，海外からの参加者を国別に 

見ると，マレーシア，台湾，アメリカ，イタリア， 

ポーランド，ユーゴスラビアから各 1名，韓国から 

3 名，すべて SITA'88 に参加するため，わざわざ来 

日された人達で，滞日中の外国人を除いた数であ 

った. 

 SITA' 88 の参加者は年々増加の傾向にあるため， 

今回，企画の段階で，会期を半日長くして講演時 

間，討論時間等に余裕を持たせてはとの意見があ 

 

り，従来 3日に亘った会期を 4 日に拡げることとし，

その効果を期待した．しかし，この期待は，発表

申し込みの締切りが迫るにつれて薄れて行った．

また，今回は若い世代の希望を盛り込もうという

趣旨により，10 名余りの企画補佐に参画を願い，

幾つかの貴重な意見を寄せて貰ったが，実際には，

それらの極く一部，つまり，ワークショップに関

する企画だけしか採択できなっかたことは残念で

あった.   SITA やワークショップに他の学会に見ら

れない斬新な企画を盛り込むことは，情報理論と

その応用学会の status symbol として，運営上肝

心のことと思われる． 

 以下の報告では， SITA'88 の運営に直接携わった

委員のうち 3 人が，従来と多少趣を異にしたプログ

ラム編成，企画，総務に焦点を絞って，印象を述

べることとした．なお，シンポジウムの内容につ

いては，プログラムによって想像して頂くことで

容赦願いたい．（古賀） 

 

［プログラム関係］ 

（1）遠隔地九州での開催なので前回より少ない

  140 件程度の発表を想定し，並列 4 会場を考え

  ていた．したがって， 212 件もの発表申し込

  みには驚いた．ホテル清風の好意と実行委員

  会の深慮とにより 5 会場を確保していたので，

  並列 5会場に変更することができた. 

（2）今回初めて和室を会場として使用したが，評

  判は悪くなかったようである. 

（3）余裕のある運営を心がけて，休憩時間を 30 分

  とし，チュートリアル・セッション（情報理

  論研究会）を 12 月７日の午後に移した. 

（4）寄稿票の内容と使用法を工夫して，プログラ

  ム作成の簡略化を図った. 

（5）予稿集の印刷には 1 ヶ月以上を要する．最終

  のプログラム編成会議を 10月 18 日に開いたが，

  原稿未提出者のために電話によるタイトル，

  ページ数等の問い合わせと原稿の督促を余儀

  なくされた．とにかく，原稿提出期限を守っ

  てもらうことが大事である. 

（6）特別講演を 10 月に入り急濾，有本卓先生にお
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 45 年 3 月    文部省学術審議会専門委員会 

           委員 

 48 年 1 月    米国電気電子学会名誉会員 

           (IEEE ﾌェﾛｰ) 

 48 年 3 月    日本学術会議電波科学研究連絡 

          委員会幹事 

 50 年 5 月    日本電信電話会社研究開発本部 

          顧問 

 51 年 5 月    テレビジョン学会会長 

 54 年 2 月    運輸省運輸技術審議会委員 

 54 年 4 月    東京理科大学教授 

 54 年 5 月    東京大学名誉教授 

 57 年 4 月    東京理科大学 

         工学部第一部学部長 

 57 年 5 月    電子通信学会会長 

 62 年 12 月    東京理科大学理事 

 63年 12月 29日 呼吸不全のため逝去 享年 69歳

平成 

 元年 1月 24 日  正四位勲三等旭日中綬章受賞 



  願いしたところ，“マシーンインテリジェン

  スと情報理論”という演題で快く引き受けて

  頂き深謝している．講演は意義深く満場の参

  加者に感銘を与えるものであった. 

（7）外国からの発表申し込みの多くは FAX で来た．

  それらのうち，原稿が 1 件未着だったので 10

  月 15 日に FAX で連絡し，念のために原稿を再

  送してもらった．そのお陰で予稿集の印刷が

  滞りなくすんだ. 

（8）ポーランドからの参加者の入国査証に関する

  電話連絡が 11 月 15 日に外務省からあり，手続

  きに２週間要するとのことだったので，急い

  で書類を送った. 

(9)PAACS (Asia and Pacific Areas Assembly

  for Communication Systems)の助成により

  韓国，台湾，マレーシアから１名ずつの講演

  者を招へいすることができた．このような助

  成は SITA を国際化していく上で貴重である.

(10)SITA の実行委員会の作業を軽減するために，

  原稿用紙や案内・連絡の書式を学会で統一す

  る時期に来ていると思う．（今村） 

［企画］ 今年度の SITA'89 を準備する上で考慮し

なければならないことは, SITA'90 がハワイで開催

される可能性のあることであろう．そのためイン

特別講演「マシーンインテリジェンスと情報理論」 

グリッシュセッションをさらに充実することが必 

要であると思われる. 

 SITA'88 での若い人達の英語は立派であったと思

う．また，掲示ビラはすべて英文にしても良かっ

たと思う．外国人にとって日本文のビラは何か不

安感を与えるのではないか． 

 セッションの進行について感じたこととして，

時間の都合上セッションを並行して行わなければ

ならなっかたので，空き講演に対して空き時間を

とったのは非常に良かった. 

 SITA' 88 のワークショップは，若い企画補佐の人

達に計画をお願いし，数度のアンケートと綿密な

検討により充実した内容となった．テーマの選定，

人選で会議直前まで手間どったが，それだけフレ

ッシュでまたフレキシビリティのあるものになっ

た．（太田） 

 

［総務］ SITA 実行委員会の作業は，開催地に無

関係なルーチン的なものと，それぞれの地域に応

じたやり方で進めなければならないものとに分け

ることができる．ルーチン的な作業としては，案

内状送付，論文編集，参加者名簿作成，宿舎部屋

割等があり，これら大量の仕事はパソコンの活用

などにより短い期間内に終わらせることが必要で

ある． 

 SITA' 88 実行委員会では，前回実行委員会か

ら引き継いだデータベースを基にルーチン的

作業を簡単に効率よく行える統合データベー

スを構築しようと試みた．しかし，残念なが

ら時間の制約等により，論文データベースの

作成と修正，寄稿表の作成，編集作業補助，

予稿集目次作成等を行なう論文編集サポート

システムを作り上げるだけで手いっぱいであ

った．今後このシステムがより使い易く強力

なものになればと願っている. 

 SITA' 88 については，地域的な問題として，

実行委員会の担務が複数の大学に分散してな

されたため，データベースの転送も含め，各

大学間の通信手段を確立する必要が生じた．

このため，ファクシミリの他に JUNET やパソコ
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ン通信ネットワークを活用することにした．多く

の大学（少なくとも私の大学）では，交換台を通

して外部との接続を行なうので時間がかかり，し

かもようやくつながったかと思うと相手が不在で

あるといった具合いに，通信手段としての電話は

効率が悪く，精神衛生上も良くない．この点から

もファクシミリや電子メールが大変役に立った．

なお，パソコン通信には，YOKANET と朝日新聞パソ

コン・ネットワーク NAP を使用した．（元石）

 

 以上，簡単でありますが. SITA' 88 の報告を終わ

ります．擱筆するに当たり，初代会長であられた

故 瀧 保夫先生を追悼致したいと思います.

SITA'88 の開催も間近くなった 11 月中旬に，瀧先生

の側近の方に連絡して，滑川前会長も出席される

旨を伝え，先生のご出席について伺いましたとこ

ろ，お体の具合いが悪く欠席されるとのこと，ま

た，滑川先生をはじめ先生方によろしくとのこと

でした．皆様方もきっとそうでありますように，

こんなにも突然に，先生の訃報に接しようとは夢

にも思いませんでした．往年の SITA で接した先生

の温容を偲びながら，衷心よりご冥福をお祈り申

し上げます。 

 

笹野 博（近畿大学）

１．出席人数 約 20 名 

２．話題提供者とテーマ 

  ・山口和彦 （横浜国立大学） 

   たたみ込み符号のための高速な最尤符 

   号システムの検討 

  ・山田隆弘 （宇宙科学研） 

   Set Partitioning に基づいた誤り訂正 

   符号の構成法 

 

  ・山田芳郎 （愛媛大学） 

   可変密度標本化とベクトル量子化 

３．内容 

 山口和彦，山田隆弘両氏からは，シンポジウム

会場における講演の内容についてのより詳しい解

説があった．山田芳郎氏からは「標本化＋量子化

（いわゆるアナログーデジタル変換）＋データ圧縮

をベクトル量子化の元で統合的に取り扱うことが

できる．この考え方は組織的なベクトル量子化符

号を構成するための一つの方向を与えるだろう」

という話があった．各氏より提供された最新の話

題について出席者の間で意見の交換が行なわれた．

テーマが符号理論関係の専門的な分野に集中した

ためか，出席者は比較的小数で，和気あいあいた

る雰囲気の中で討論が行われた．ワークショップ

は酒を囲んでの自由討論へと自然に移行したよう

で，引続きも催された酒宴は未明におよんだとの

ことである． 

          稲積宏誠（相模工業大学） 

 

（1）出席人数 約 30 人 

（2）話題提供者とテーマ 

   山西健司（日本電気），松嶋敏泰（早稲田大

   学），鈴木寿（大阪大学）．”情報理論（特に

   情報源符号化）の応用的側面としての AI（概念

   獲得，学習・推論などのモデル）” 

（3）内容 

    上記山西氏，松嶋氏の本シンポジウムでの発

   表が，学習と情報理論，推論と情報理論との関

   連及びそのモデル論を扱っておられたので，情

   報理論の応用的側面として，まず話題を提供し

   ていただいた．帰納，演繹などの推論モデル，

   学習における概念モデルと情報源符号化，復号

   化，さらに情報源のモデル推定とのアナロジー

   についての議論があった．特にロバストネス，

   誤り率，予測誤差，符号長，などの解釈をめぐ

   って多くの議論があった． 
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Recent Results 2 

Recent Results 1 



    モデルの推定の問題での AIC（赤池），MDL

  (Rissanen)という基準の位置づけ，いかなる

  情報を与えていると解釈できるかについての議

  論に及んだ．最終的には，情報理論と AI のいづ

  れがより広いクラスについて扱っているのか，

  また情報の収集過程，処理過程の解釈の仕方を

  含めて情報そのものの解釈という究極の問題に

  ついての議論となった. 

（4）その他 

  名言:AIC，MDL はそれぞれ過去と未来に対する

     記述量を議論していることになる．両者

     を加味することが必要（韓先生) .  AIC,

     MDL を結び付けた韓の基準をつくったら

     （多数）．そんなものでは"韓”の名が泣

     くよ（韓先生大いに憤慨）。 

  印象：白熱した議論の中でキラリと光る木田先

     生の冷静な一言．お疲れのところ（途中

     で若干睡眠あり）最後までお付き合いい

     ただいた有本先生．ロボット制御などに

     AIと情報理論を結び付けた研究を行って

     いる鈴木氏（大阪大学），部屋についた

     瞬間余りの熱気に中まで入れず． 

以上進行の不手際にも関わらず夜中まで熱心な中

にも和気あいあいとした雰囲気の中でたいへん有

意義な議論ができたことを，話題提供者，また参

加された方々に感謝致します． 

 

          末広直樹(東京工科大学) 

 

 ワークショップ"企業の研究と大学の研究"は，

約 20 人の参加者によって,中村(日本電気)と末広(

東京工科大学)の司会で行なわれた． 

 まず，末広より，"(1)大学では，企業が現段階で

は着手できない基礎研究を行ない，将来企業が参

入するときに基礎から始めなくても良いようにし

ておくべきである．また，企業がプロジェクトを

発足させているものに対しては大学で並行して研
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究しても追いつかないので，基礎研究に重点を置

いて役割分担すべきである.(2)日本の企業は外

国のアイデアに基づいて開発を行なってきたが，

これが摩擦の原因となっているので，今後は外国

の模倣を減らしたほうがよい．"という問題提起が

あり，次に，中村より，"企業では新人の教育は独

自に行なうので，大学では職業訓練を考慮せずに，

自由に研究して頂いて良い．"という問題提起があ

った． 

 末広の(1)に対して，"欧米では企業からも基礎

研究がでているので，役割分担は世界的傾向では

ない"，末広の(2)に対して，"欧州の製品開発力が

低いので，結果としてそのように見えるだけだ"な

どの反論が出され，活発な議論が行なわれた．  

 会場では結論は出されなかったが，末広の私見

としてのまとめは，"日本の企業は従来は基礎的な

アイデアを外国から導入していたのだが，基礎的

なアイデアを日本の大学の研究成果から導入でき

るようになれば，好ましい状態になる．日本の大

学と企業はこのように役割分担するのがよい"とい

うものである．なお，この私見には，反対意見も

多かったことを付記しておく． 

 

          河野隆二（横浜国立大学）

 

（1）出席人数 約 30 名 

  （大学教官 10 名，学生 15 名，企業人 5 名）

（2）内容 

 このセッションでは，「私の研究方法と若手研

究者に望むこと」と題し，森真作先生（慶応大），

平澤茂一先生（早稲田大）の御経験をもとに研究

に対する考え方，研究方法，また若手研究者に望

むことをお聞きし，それらを基に和やかな雰囲気

の中で，質問や意見の交換が行われた．進行状況

としては，まず参加者の自己紹介から始まり，森

先生，平澤先生の御経験をお話し頂き，それから

質問，意見，自由討論という形で行われた．全て
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私の研究方法と若手研究者に望むこと 

企業の研究と大学の研究 



 を正確に伝えることは困難であるので，以下にお

 話から得たいくつかのキ－ワードを挙げる． 

  森先生からは，学生時代からの研究における，

 印象に残る多数のご意見を伺うことができた．先

 生は実験中心の研究を行われそこから結果を引き

 出すという御経験から，「実験をたくさんやる」

 こと，「研究したらすぐ発表せよ」ということを

 強調され，研究に対しては「フィロソフィーを見

 つけよ」とおっしゃられた． 

  平澤先生は一度企業におられた御経験から，会

 社では「あまり興味のないことを担当することに

 なったが，その後チャンスをつかんで自分の好き

 なことをやれるようになった．それは人との出会

 いであり運であった」と話された．そして研究に

 は「ねばり」が必要であるとも言われた．また，

 学生の指導方法についての質問に対し，「学生を

 信じ学生の興味や自発性に期待すべきだ」と答え

 られた．この点では，両先生をはじめ，多数の方

 の合意が得られた． 

  森先生，平澤先生のお話に対し，「研究の山と

 谷の精神的な落込み」の対処法や，「研究室の研

 究が活発である秘訣」などの質問があった．討論

 はさらに大学のカリキュラムにも発展し,1,2

 年生の時から研究の一面を見せてはどうかという

 意見から，参加者各位の意見が交わされた．また，

 企業の方から学生に望むこととして，学生時代に

 自分は解析形の人間かアイデア形の人間かを知り，

 それに対し責任を持って欲しいという意見も出さ

 れた． 

  この後討論は自由テーマとなり大学の研究と企

 業の研究の違いや，指導者としての考え方，など

 種々の意見が出された． 

  最後に自分の研究テーマを決めるきっかけにつ

 いて参加者全員の経験が語られた．例えば，卒業

 論文，修士論文のテーマを決めるきっかけとして，

 「先生の人柄」，「人との出会い」，「運」，「人と違う

 こと，人のやっていないことを考えて」，「自分が

 面白いと思ったものを」，…ということが挙げら

 れた．また平澤先生の「研究テーマを決めること

 は結婚することと同じだ」というお言葉には会場

 

が沸き，話に花が咲いた． 

 このセッションは，昼間の理論・技術上の議論

とは異なり，研究や教育に関する疑問や意見を経

験豊かな先生や研究者から，研究を始めたばかり

の学生までが一堂に会して気楽に話し合える場と

なり，有益であったと思われる． 

 

         植松友彦(東京工業大学) 

 

 本ワークショップでは，二人の海外研究者，

Prof. W. T. Yang (Tamkang Univ.,  Taiwan)およ

び Prof. S. D. Kim (Korea Adv. Inst. of Sci. &

Tech.,  Korea)による講演を行い，外国人６名を含

む約 20 名の参加者を得た. 

 Prof.  Yang は，"The Telecommunication De-

velopment in Taiwan"と題して，台湾における通

信およびその関連技術の現状について講演した．

特に，中国語をコンピュータで取り扱う際に問題

となる漢字入力の標準化問題，台湾における ISDN

の導入時期と導入方法，台湾における光通信の導

入方針などについて興味深い解説がなされた．ま

た，講演後，各国の研究者から活発な質問があり，

通信技術の動向に対する関心の深さがうかがえた．

 他方.   Prof.  Kim は，"A Run-Length Coding

Scheme for Binary Images"と題して，２値画像デ

ータのランレングスコードによる符号化とその応

用について講演した．ランレングスコードは高速

で符号化・復号化ができ，動画像に対してリアル

タイムの処理が可能であること，また，このよう

にして得られた符号化データから，画像の特徴抽

出や，物体の面積，重心等の値が容易に得られる

ことをアルゴリズムと共に説明した． 

 ２つの講演の後には，参加者による簡単な懇親

会が行われ，終了予定時刻を過ぎても，参加者の

間の話題は尽きないようであった． 

 

 <<<<<<<< SITA'88 特集はここまで >>>>>>>> 
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海外研究者による講演 

(Lestures byForeign Researchers) 



         仵 克譲 

(姫路独協大学情報科学センター) 

 

 

-8－ 

諸氏などのシャノン理論の研究者達は，中国初の

「信息論討論班（情報理論研究会）」を西安で結

成し発足した．それからは，全国におけるシャノ

ン理論の研究者，学者が集まり始めた．ついに，

1963年に全国第1回情報理論研究会は西安で開催さ

れた．1970 年代に入って，中国科学院数学研究所，

システム研究所をはじめ，代数符号化と M 系列につ

いての研究は活発に展開されてきた．上記各大学

は誤り訂正符号化の研究が非常に盛んであった．

この期間の代表的な著書には中国科学院数学研究

所におられる万哲先(Wan Zhai Xian)研究員の「代

数和編碼（代数と符号化）」(1973 年，北京）が

ある．また，1970 年代は音声及び画像符号化の研

究もとみに発展の様相を見せた．特に圧伸器によ

る高能率符号化．Rate Distortion 理論などに関す

る研究は情報理論とともに多大の影響を与えてい

た.  1980 年代現在において中国での情報理論とそ

の応用に関する研究は頂点に達した感がある．全

国では，その研究をしている主な大学は，北京郵

電学院，西安電子科技大学など十数カ所があり，

情報理論専攻の大学院院生の人数は毎年数十名以

上いる。現在中国では，すでに情報理論に関する

入門書，教科書，専門書などが多数刊行されてい

る．例えば，北郵の周烔槃(Zhao Tong-Pan）の

 「信息論基礎」(1983 年，北京），西電の王育民

(Wang Yu Ming)の「信息論和編碼理論基礎」（19

85 年，西安）がある．その他訳書も多数刊行され

A. M. Rasie 氏の「Information and Comunica-

tion Theory」，有本先生の「現代情報理論」など

の名著ははやく翻訳され中国人研究者と学生たち

に活用されている．なお中国電子学会，中国通信

学会においてともに情報理論研究専門委員会が設

置されている．これは情報理論の基礎研究とその

応用に関する研究を推進する場であり，近年，情

報理論とその応用に関する全国大会は数々あり，

それぞれ北京，西安，杭州に開催されてきた． 

 近年，中国においてとみに注目を集めているテ

ーマに 

  （1）暗号理論 

  （2）ベクトル量子化 
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 高度情報化社会と呼ばれる現在には，情報は科

学や工学にとっての基礎概念であって，物質やエ

ネルギーと共に科学を支える柱の一つと見なされ

ている．しかし，「情報」が意識的体系的に捉え

られ，理論の対象とされるようになったのはシャ

ノン以来のことである．シャノン理論はまもなく

四十年の歳月を経て隆盛期を迎えている．今日，

情報理論に関する研究は通信工学のみならず．情

報工学，制御工学，数理工学，管理工学，人間工

学および社会学，言語学，心理学，生理学等々の

諸分野において，世界各国と共に国際的な色彩の

濃いように活発に進められている．ここで，中国

における情報理論とその応用についての研究の現

状を少々紹介する． 

 中国における情報理論についての研究経過につ

いては，まず，1950 年代において，中国の情報理

南京通信工程学院教授），胡征（Hu Zheng, 現西

安電子科技大学教授），蔡長年(Cai Chang Nen,

現北京郵電学院教授），陳太一(Cheng Tai-Yi,

現中国通信学会理事）などの著名学者たちは，シ

ャノンに始まるいわゆる情報理論といわれる分野

を国内へ紹介し，情報理論の普及啓蒙に格段の努

力をし，また，確率測度の観点から情報理論の表

現手段としての数学を用いて，情報理論・符号理

論基礎分野における先駆的な研究を活発に行って

きた．1960 年代に入って，中国教育部（文部省），

郵電部（郵政省），国防科学技術委員会の審議に

よって，西北電 工程学院（現西安電子科技大学）
 

論研究の先駆者としての (Bi De Xian, 現 

版発行(1961 年北京)した．さらに，胡，  ，陳

，北京郵電学院など大学ははじめて，信息論専業

（情報理論研究室）を発足し，胡征教授らをはじ

めとしての「信息論基礎（情報理論基礎）」編集

委員会において，中国の初の情報理論教科書を初



   （3）位相符号化変調方式 

 などの問題がある.1985年に全国第1回暗号理論研

 究会は西安で開催された．高能率データ圧縮手法

 としての優れたベクトル量子化の研究は理論とと

 もに活発に展開されている．また，最近中国にお

 いても，位相符号化に加え多重変調指数，データ

 系列符号化による誤り率符号と変調の両技術の結

 合方式の研究も注目を集めている 

  最後に,  1970 年代後半から，中国は対外開放政

 策の実施によって，国際活動において，科学技術

 をはじめとしての種々の分野で国際交流が活発に

 進められているが，情報理論に関する研究に熱心

 な日中両国数多くの学者，研究者達も有意義な交

  流を期待できよう． 

 

 本論文の目的は，ディジタル通信システムにお 

 ける信号設計と符号の最適化に関して， 

  (1)信号の効率的な近似法の提案とその応用 

  (2)各種ディジタル通信システムにおける最適な

   符号の検討 

  (3)高信頼性を有する光通信システムの開発 

 等の基本的課題を解決することを目的とし，英文 

 ８章から成る． 

  第１章｢序論｣では，ディジタル通信システム 

 の現状・将来と問題点について述べ，本研究の目 

 的と位置づけを明らかにしている． 

  第２章｢帯域制限信号の効率的な近似法とその 

 応用｣では，ディジタル通信において基本的な帯 

域制限信号に対して，エネルギー最小波形を用い

た効率的な信号近似法を提案している．エネルギ

ー最小波形とは，与えられた標本点において指定

された標本値を有する帯域制限波形の中でエネル

ギーが最小の波形を意味する．提案した近似法は，

それまでに得られている標本点系列に対して，エ

ネルギー最小波形で与えられる近似波形と原波形

との間の２乗積分誤差を最小にするような標本点

を新たに付け加えていくという方法であり，得ら

れる近似波形は，標本点を順次付け加えて無限に

したとき，原波形に一様収束する． 

 第３章「非帯域制限信号に対する効率的な波形

近似法とその応用」では，第２章で述べた近似法

をより一般的な信号のクラスに対して拡張してい

る．まず，波形の滑らかさ（微分可能性）に基づ

いて，信号の階層的クラス分けを行っている．次

に，各々の波形のクラスに対して，ノルム最小波

形を用いた統一的な波形近似法を提案している．

ノルム最小波形とは，エネルギー最小波形の一般

化であり，提案した信号近似法は，第２章で述べ

た信号近似法の自然な拡張になっている． 

 第４章「最適量子化器の高速設計」では，アナ

ログ信号をディジタル信号に変換する際に不可欠

な量子化器の最適設計法について論じ，次の２段

階からなる設計法を提案している.（i）与えられた

確率分布をラプラス分布の平行移動の線形和で近

似する.  (ii)(i)で得られた近似関数に対して，誤

差電力を最小にする最適量子化器の量子化しきい

値が満たすべき漸化式を導き，この漸化式から，

量子化しきい値を決定する．また，提案した設計

法の高速性を実例によって確認している． 

 第５章「アナログＧＲＳ符号の性能評価とその

構成」では，代数的復号法が適用可能なアナログ

符号の新しいクラスとしてアナログ G R S (Gen-

eralized Reed-Solomon)符号を提案している．ァ

ナログ符号とは，実数体あるいは複素数体上で定

義される誤り訂正符号である．次に，アナログ符

号のランダムノイズに対する強さの評価尺度とし

て，パリティ検査行列の最大条件数を提案し，ア

ナログＧＲＳ符号によって，従来の符号に比べて，
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Design and Optimization of Signals and 

Codesin Digital Communication Systems 

(ディジタル通信システムにおける信号 

と符号の最適設計に関する研究) 

東京工業大学 植松 友彦 
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小さな最大条件数を持つ符号が構成できることを

示し，得られた符号が優れた性能を示すことをシ

ミュレーションにより示している． 

 第６章「量子光通信方式の性能をその理論的実

現」では，まず，前半においてコヒーレント状態

以外の状態（非標準状態）を有する光源を用いた

新しい光通信方式について考察を行い，２光子コ

ヒーレント状態の光に対する伝送路の損失の影響

を明らかにしている．更に，非標準状態の光源を

用いた通信方式におけるビット誤り率の下限を求

めている． 

 後半では，別の非標準状態として，サブポワソ

ン状態を取り上げ，この状態を利用した光子通信

方式について考察している．更に，サブポワソン

状態の光を量子非破壊測定を利用して生成する方

式を新たに提案している． 

 第７章「光子通信システムにおける非対称誤り

符号の効果」では，光子通信方式における誤り訂

正符号の性能評価基準として，平均符号語誤り率

と１光子当りの情報量の２種類を提案し，１→０

の誤りのみ訂正可能な非対称誤り訂正符号が，従

来の誤り訂正符号よりも優れた特性を有すること

を示している．更に，これらの評価基準の限界式

を導き，幾つかの最適な誤り訂正符号を求めてい

る． 

 第８章「結論」では，本研究で得られた成果を

まとめている． 

 

 昭和 63 年度庶務理事 平澤茂一（早稲田大学）

           笠原正雄（京都工繊大） 

 

 昭和 63 年 12 月９日（金）午後 5時より別府市「ホ

テル清風」にて情報理論とその応用学会昭和 63 年

度総会が開催された．正会員 293 名中出席者 95 名，

委任状提出者 34 名であった．議事は次の通りであ

 本総会開催に当たって多大のご尽力，ご支援を

頂いた古賀利郎実行委員長をはじめとする SITA
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り，2～7についてすべて承認された. 

1.  会長あいさつ（堀内和夫本会会長より） 

2.  昭和 62 年度事業報告・収支決算報告 

3.  昭和 63 年度事業中間報告・中間収支決算 

  （IFITA88 を含む） 

4.  平成元年度事業計画・収支予算案 

5.  SITA' 88 中間報告（古賀利郎 S1TA'88 実行 

   委員長より） 

6.  SITA'89 開催計画（畑雅恭名古屋工業大学 

   教授より） 

7.  平成元年度役員承認 

8.  その他 

 

 なお総会に先だって山田芳郎幹事（愛媛大学） 

笹野博幹事（近畿大学）より成る選挙管理委員会 

のもとに平成元年度役員の選挙が実施され，下記 

の諸氏が新役員に選出された． 

平成元年度役員 



’88 の実行委員各位，ならびに細かく気をくばって

いただいた本会事務局余語菜穂子さん（早稲田大 

学堀内研究室）に感謝致します． 

 昭和 63 年度会計理事 田中初一（神戸大学） 

 

 昭和 63 年度通常総会で承認されました昭和 62 年

度会計決算および平成元年度一般会計予算は下記 

のようになっています。 

注 *1 昨年度実績をもとに概算。 

  *2 今後の支出予定を想定して概算。 
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 ニューズレターヘの投稿を大いに歓迎致します．

原稿をフロッピー・ディスクで送って下されば幸

いです．この場合は，編集の都合上，一太郎によ

る文書ファイルか MS-DOS の標準テキスト・ファイ

ル（5' 2HD, 5’2DDまたは8’2DD）でお願い致します．

フロッピー・ディスクは，お返し致します． 

 投稿並びに次号のニューズレターに関するお問

い合わせは下記宛にお願い致します． 

 

   小倉久直（編集理事） 

     〒606 左京区吉田本町 

     京都大学工学部電子工学科 

     TEL 075-753-5320 （直通） 

 

   吉田 進（編集幹事） 

     〒606 左京区吉田本町 

     京都大学工学部電子工学科 

      TEL 075-753-5317 （直通） 

 

 昭和 63 年度編集理事 田崎三郎（愛媛大学） 

 

 ニューズレター編集担務は，次回からは小倉-吉

田，田中-大石という両コンビの先生方にバトンタ

ッチすることとなりました．やれやれです． 

 情報理論とその応用学会が発足して以来，韓-川

端（後に佐藤と交代），田崎-山田の両コンビで計

７回ニューズレターを発行してきました．この内，

田崎-山田では実質的に編集したのは山田幹事であ

り，私（田崎）自身いかなる貢献をなしたのか，

誠に漸愧に堪えない次第です．従いまして，これ

までの私どものニューズレターについて，皆様よ

りお叱りを受ける所あれば，それは私田崎の責任

であり，お誉めを頂ける所あれば，それは山田幹

事の努力の賜であります． 

 この席を借りて，ニューズレターがこの学会の

最大の知的資源だと皆様から高い評価を受けられ

る様，今後益々発展することを心より願っており

ます． 

 

情報理論とその応用学会事務局(早稲田大学理工学部堀内研究室内) 

 〒160 東京都新宿区大久保 3-4-1 TEL 03-209-3211(Ext.3420) FAX 03-200-2567 


